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土
倉

分
校

教
員
住
宅
建
築
始
ま
る

　
　
　
　
　
工
費
　
三
百
二
十
八
万
円

　
昭
和
四
士
五
年
清
津
峡
小
学
校
土

倉
分
校
が
改
築
さ
れ
、
明
る
い
モ
ダ

ン
な
校
舎
の
完
成
に
地
元
の
人
達
の

喜
び
よ
う
は
一
入
で
あ
り
ま
し
た
が

更
に
本
年
教
員
住
宅
が
建
築
さ
れ

季
節
の
か
お

暑
さ
が
残
る
初
秋
の

あ
る
日

中
学
生
演
奏
の

君
が
代
で
始
ま
っ
た

消
防
演
習

そ
ろ
い
の
ハ
ン
テ
ン
に
も
も
ひ
き

機
械
器
具
の
点
検
に

服
装
点
検

キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
で
操
法
の
展
開

＋
時
！

火
災
発
生
の
合
図

各
地
点
で
一
斉
放
水

太
陽
の
光
線
に

放
水
の
噴
霧
と

空
の
青
さ
が
交
り
あ
い

そ
の
雄
姿
に

と
て
も
、
心
強
く
思
っ
た
と
か

こ
れ
は
、
そ
の
時
の

見
学
者
の
お
は
な
し

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
敷
地
も
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
学
校
の

す
ぐ
側
に
決
定
さ
れ
、
昨
年
十
月
か

ら
無
人
化
と
な
っ
た
校
舎
が
一
と
目

で
監
視
も
で
き
る
と
い
う
条
件
の
よ

い
場
所
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
教
員
住
宅
は
一
棟
｝
戸
建
で

す
が
、
叢
雪
を
考
慮
し
て
高
床
式
と

し
、
和
室
六
帖
が
二
間
、
食
堂
、
浴
－

室
、
便
所
等
で
総
面
積
七
十
九
・
二

四
平
方
米
の
小
規
模
な
が
ら
床
下
に

自
動
車
二
台
分
の
車
庵
が
設
け
ら
れ

て
あ
り
ま
す
。
三
百
二
十
八
万
円
で

貝
野
の
中
部
建
設
さ
ん
が
落
札
し
、

工
期
は
十
一
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
車
庫
付
の
教
員
住
宅
は
郡
巾
内
で

も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
れ

で
宿
の
心
配
も
、
冬
期
間
の
車
の
置

き
場
所
の
心
配
も
な
く
、
・
教
育
嬉
専

念
で
き
る
と
し
て
、
先
生
方
や
地
元

の
人
達
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
で
い

ま
す
。
　
（
写
其
は
基
確
工
事
の
「
進
々

教
員
住
宅
）

国道を分列行進の一コマ

介
護
見
舞
金
を
支
給

　
　
　
　
　
　
在
宅
重
症
心
身
障
害
者
に

　
県
で
は
在
宅
の
重
症
心
身
障
害
者

を
お
抱
え
の
保
護
者
に
対
し
、
日
頃

の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
見
舞
金
を

お
あ
げ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▽
対
象
者
～
市
町
村
内
に
お
住
い
の

重
症
心
身
障
害
者
の
保
護
者
（
但
し

施
設
に
入
所
し
て
お
ら
れ
る
障
害
者

の
保
護
者
は
除
か
れ
ま
す
。
）

▽
金
額
～
一
万
円

▽
支
給
の
時
期
～
十
二
月
の
中
旬

▽
届
出
の
時
期

　
九
月
二
十
九
日
ま
で
に
役
場
社
会

課
空
心
ロ
ヘ

◎
な
お
、
重
症
心
身
障
害
者
と
は
重

度
の
精
神
薄
弱
（
知
能
指
数
三
十
五

以
下
の
も
の
）
と
重
度
の
し
体
不
自

由
（
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
上
し
下

し
、
上
下
し
、
体
、
体
幹
、
し
体
不

自
由
等
の
名
称
で
一
級
又
は
二
級
と

表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
V
と
を
合
併

し
て
い
る
障
害
者
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
事
務

所
又
は
役
場
社
会
課
窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
お
ら

れ
な
い
方
で
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
身
体
障
害

者
手
帳
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
、

中
里
村

　
　
職
目
貝
募
集

　
中
里
村
で
は
、
次
に
よ
り
職
員
の

採
用
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

①
募
集
人
員
　
若
千
名

②
職
種
　
　
　
一
般
行
政
事
務
員

③
受
験
資
格
　
高
校
卒
業
以
上
の
学

力
を
有
す
る
も
の
で
、
昭
和
二
十
四

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
（
在
学
中

で
卒
業
見
込
者
を
含
む
〉
そ
の
他
実

施
要
網
に
ょ
る
。

④
性
別
　
　
不
問

⑤
試
験
方
法

　
第
一
次
試
験
～
筆
記

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
一
日

　
場
所
～
畏
岡
市
学
校
町
三

　
　
　
　
県
立
長
岡
高
等
学
校

　
第
二
次
試
験
～
面
接

　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
上
旬
予
定

場
所
～
中
里
村
役
場

◎
申
込
用
紙
は
、
中
里
村
役
場
総
務

課
で
、
交
付
し
ま
す
。

⑥
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
一
日
か

ら
十
月
五
日
ま
で
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
里
村
役
場

総
務
課
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
ド
さ
い

　
　
亡
心
れ
も
の

　
田
沢
中
幽
．
r
校
体
育
舘
に
、
腕
時
計

が
置
き
忘
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
む
気

づ
き
の
方
は
、
公
民
舘
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
、
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主
婦
と
パ
ー
ト
と
税
金

（禦灘易 鶉）

最
近
、
主
婦
の
方
も
企
業
の
求
め

に
応
じ
て
働
く
方
が
ふ
え
て
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働

い
た
と
き
の
収
入
と
所
得
税
の
関
係

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
婦
の
パ
ー
ト
に
ょ
る
所
得
（
収

入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
も

の
）
が
一
定
額
以
上
の
と
き
は
、
夫

の
所
得
金
額
か
ら
配
偶
者
控
除
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
そ

の
分
だ
け
夫
の
所
得
税
が
多
く
な
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
配
偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
る
所
得
の
限
度
は
、
年
間
十

五
万
円
で
す
。
パ
ー
ト
収
入
は
ふ
つ

う
給
与
所
得
と
な
り
ま
す
か
ら
、
収

　
　
　
　
　
　
　
一
、
相
続
と
は

　
　
　
　
し
　
人
が
死
亡
す
る

　
　
　
　
ま
と
、
そ
の
人
が
も

　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
た
財
産
や

の
ら
債
務
を
相
続
人
が

税
あ
剛
舗
欄
警
一

続
　
い
ま
す
・

　
　
目
　
　
　
相
続
人
は
ふ
つ

†
　
　
　
　
　
　
　
う
死
亡
し
た
人
の

第2Q6号

配
偶
者
と
子
で
す
。
子
が
い
な
い
と

き
は
配
偶
者
と
直
系
尊
属
（
父
母
や

祖
父
母
）
、
子
も
直
系
尊
属
も
い
な

い
と
き
は
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
が
相

続
人
と
な
り
ま
す
。

　
遺
産
の
分
け
か
た
は
、
相
続
人
の

間
で
自
由
に
き
め
て
よ
い
こ
と
に
な

入
か
ら
給
与
所
得
控
除
を
差
し
引
い

た
も
の
が
所
得
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
所
得
十
五
万
円
は
、
年
間
収
入
で

三
十
四
万
二
千
円
に
相
当
し
ま
す
の

で
、
パ
ー
ト
の
収
入
が
こ
れ
よ
り
少

な
い
と
き
は
、
配
偶
者
控
除
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り

一
ケ
月
の
収
入
が
平
均
し
て
二
万
八

千
五
百
円
よ
り
少
な
い
と
き
は
税
金

の
心
配
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
い
い
か
え
る
と
、
主
婦
の
パ
ー
ト

収
入
が
、
年
間
三
十
四
万
二
千
円
以

上
に
な
る
と
、
夫
の
所
得
税
の
計
算

の
と
き
に
配
偶
者
控
除
は
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
、

　
ま
た
、
収
入
が
も
っ
と
多
く
な
り

年
間
四
十
一
万
二
千
円
以
上
に
な
る

と
給
与
所
得
控
除
を
差
引
い
た
残
り

が
基
礎
控
除
で
あ
る
二
十
万
七
千
五

百
円
を
こ
え
ま
す
の
で
、
主
婦
自
身

が
独
立
し
て
納
税
者
と
な
り
、
所
得

税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
す

と
主
婦
の
①
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
三

十
四
万
二
千
円
よ
り
少
な
い
と
き
は

ほ
か
の
所
得
が
な
け
れ
ば
、
配
偶
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
三
十
四
万
二

千
円
以
上
で
四
十
一
万
二
千
円
よ
り

少
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
控
除
は
受

ら
れ
な
い
が
、
パ
ー
ト
収
入
に
は
所

得
税
は
、
か
か
ら
な
い
。

③
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
四
十
一
万
二

千
円
以
上
の
と
き
は
、
配
偶
者
控
除

が
受
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
パ

　
　
　
　
　
①
補
聴
器
の
修
理
と

　
　
談
簾
羅
磐
し
い

　
　
目

　
　
木
使
い
方
、
取
扱
い
方

　
　
回
③
そ
の
他
補
聴
器
の

と
巡
相
談

理
の
前
記
の
こ
と
を
一

修
法
露
擁
鴇
、
㍗

の
用
下
さ
い
・

器
使
需
単
な
修
理
点

聴
検
、
整
備
は
無
料
で

甫
　
　
　
す
。

辛　　
　
　
　
◎
補
聴
器
（
各
メ
ー

カ
ー
品
及
び
国
外
品
）
を
持
っ
て
お

る
人
は
、
み
ん
な
来
て
下
さ
い
。

っ
て
い
ま
す
が
　
民
法
で
は
、
法
定

相
続
分
と
し
て
次
の
よ
う
な
場
合
を

定
め
て
い
ま
す
。

qD
相
続
人
が
配
偶
者
と
子
の
場
合

配
偶
者
3
分
の
ー
、
子
3
分
の
2

⑭
相
続
人
が
配
偶
者
と
尊
属
の
場
合

配
偶
者
2
分
の
ー
、
尊
属
2
分
の
ー

㈹
相
続
人
が
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
の

場
合
　
配
偶
者
3
分
の
2
、
兄
弟
姉

妹
3
分
の
－

二
、
相
続
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は

　
遺
産
総
額
か
ら
債
務
と
葬
式
費
用

を
差
し
引
い
た
課
税
価
格
が
遺
産
に

か
か
る
基
礎
控
除
額
（
六
百
万
円
と

法
定
相
続
人
一
人
当
り
百
二
十
万
円

の
合
計
額
）
と
遺
産
に
か
か
る
配
偶

　お
軽し

　ら
自せ

動
車
の
検
査

！
ト
収
入
に
対
し
て
所
得
税
が
か
か

る
。
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
交
付

申
請
、
修
理
申
請
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
帳
、
印
鑑

毒
参
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

①
日
時
十
月
二
十
四
日

正
午
～
二
時

②
場
所
中
里
村
役
場

老
人
だ
ノ

　
子
ど
も
だ

　
毎
日
発
生
し
て
い
る
交
通
事
故
を

少
し
で
も
な
く
す
た
め
、
九
月
二
十

一
日
か
ら
、
九
月
三
十
日
ま
で
全
国

一
斉
に
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
内
容
は
①
幼
児
、
老
人

の
事
故
防
止
を
中
心
に
、
②
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
③
二
輪
車
運
転
の

際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
（
同
乗
者
も

着
用
）
及
び
車
の
座
席
ベ
ル
ト
使
用

④
学
童
通
学
道
（
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン ．

フ
レ
ー
キ
だ

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
軽

期
限
は
、
軽
自
動
車
届
出
済
証
の
届

自
動
車
の
検
査
が
始
ま
る
こ
と
に
な

出
年
月
日
に
ょ
り
次
の
よ
う
に
き
め

り
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
は
次
の
と
こ
ろ
で
行
な
い
ま

す
。

　
こ
の
期
限
内
に
検
査
を
受
け
な
い

と
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

新
潟
市
大
形
本
町
一
一
七
番
の
二

軽
自
動
車
検
査
協
会
新
潟
主
管
事
務

な
る
べ
く
早
目
に
受
け
て
下
さ
い
。

　
検
査
を
受
け
る
と
検
査
標
章
（
ス

所
（
問
い
合
せ
先
電
話
【
〇
二
五
二

】
L
L
至
八
四
五
）

　
現
在
、
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
っ

テ
ッ
カ
ー
）
と
検
査
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
検
査
標
章
は
前
面
ガ
ラ

ス
の
中
央
上
部
に
貼
っ
て
下
さ
い
。

て
い
る
軽
自
動
車
の
検
査
を
受
け
る

ま
た
、
検
査
証
は
自
動
車
に
備
え
つ

者
控
除
額
（
婚
姻
期
間
が
十
年
を
こ

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

え
る
配
偶
者
で
そ
の
こ
え
る
一
年
に

三
、
申
告
期
限
と
提
出
先
は

つ
い
て
六
十
万
円
の
割
合
で
計
算
し

相
続
税
の
申
告
は
、
死
亡
し
た
日

た
金
額
、
最
高
六
百
万
円
）
と
の
合

の
翌
日
か
ら
六
ケ
月
以
内
に
死
亡
し

計
額
を
こ
え
る
と
き
は
、
相
続
税
の

た
人
の
住
所
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

　検査期限
昭和48年10
　　　〃　　11

　　　〃　　12

昭和49年1
　　　“　　　9

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

　
　
　
　
2
3
4
5
6
7
8
9　　　”　　　　》

　　　〃　　10

　　　〃　　11

　　　〃　　12

昭和50年1
　　　〃　　　2

　　　〃　　　3

　　　〃　　　4

　　　〃　　　5

　　　〃　　　6

　　　〃　　　7

　　　〃　　　8

　　　〃　　　9

　　　届　　　出　　年　　　月　　　日

昭和41年12月31日以前
昭和42年1月1日から昭和42年12月31日まで
〃43年1月1日　　　〃43年7月31日
〃43年8月1日　　　〃43年12月31日

　〃44年1月1日　　　〃44年4月30日
　〃44年5月1日　　　〃44年8月31日
　〃44年9月1日　　　〃44年12月31日
　〃45年1月1日　　　〃45年3月31日
　〃45年4月1日　　　〃45年6月30日
　〃45年7月1日　　　〃45年9月30日
　〃45年10月1日　　　〃45年12月31日
　〃46年1月1日　　　〃46年3月31日
　〃46年4月1日　　　〃　46年6月30日
　〃46年7月1日　　　〃46年9月30日
　〃46年10月1日　　　〃46年11月30日
　〃46年12月1日　　　〃47年2月29日
　〃47年3月1日　　　〃47年4月30日
　〃47年5月1日　　　〃47年7月31日
　ケ47年8月1日　　’〃47年10月31日
　〃47年11月1日　　　〃48年1月31日
　〃48年2月1日　　　〃48年4月30日
　〃48年5月1日　　　〃48年6月30日
　〃48年7月1日　　　〃48年8月31日
　〃48年9月1日　　　〃48年9月30日

け
て
下
さ
い
。

　
検
査
を
受
け
る
と
き
は
、
次
の
も

の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

qP
現
在
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
用
し

て
い
る
車
ー
新
規
検
査
申
請
書
・
軽

自
動
車
届
出
済
証
・
保
安
基
準
適
合

へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

）
の
安
全
確
保
⑤
交
通
三
悪
に
つ
い

て
の
指
導
、
取
締
り
を
強
化
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
村
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
準
じ

て
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
〃
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
お
互

い
に
交
通
規
則
を
守
る
、
運
転
者
、

歩
行
者
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
〃

健
康
教
室

　
　
　
　
を
開
催

　
中
里
村
住
み
ょ
い
郷
土
建
設
協
会

で
は
、
左
記
の
日
程
で
、
健
康
教
室

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
農
繁
期
、
冬

期
間
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、
十
日

町
保
健
所
長
き
ん
か
ら
講
演
を
し
て

証
（
民
間
車
検
を
受
け
た
場
合
）
．

保
険
証
明
証
（
保
険
期
間
が
二
年
を

こ
え
る
も
の
）
・
印
鑑
・
検
査
手
数

料
六
百
円
（
民
間
車
検
を
受
け
た
場

合
は
四
百
円
）

鋤
新
ら
し
く
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使

用
す
る
童
上
新
規
検
査
申
請
書
・
完

成
検
査
終
了
証
（
型
式
指
定
の
新
車

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
津
南
町
の
粉

川
正
明
先
生
か
ら
、
薬
の
正
し
い
使

い
方
に
つ
い
て
の
お
は
な
し
、
ま
た

映
画
で
「
農
村
の
病
気
」
　
「
婦
人
と

ガ
ン
」
　
「
カ
ゼ
」
と
い
う
映
画
を
上

映
し
ま
す
．

）
・
使
用
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
譲
渡
証
明
書
等
・
使
用
者
の
住
所

を
証
明
す
る
住
民
票
等
・
保
険
証
明

．
書
・
重
量
税
納
付
書
（
新
車
七
千
五

百
円
）
ま
た
は
非
課
税
証
明
書
（
中

古
車
）
・
印
鑑
・
検
査
手
数
料
六
百

円
（
型
式
指
定
の
新
車
四
百
円
）

　
　
　
　
礎

昭和48年9月15日とさかな

第
十
八
回
村
民
運
動
会

　
　
　
第
四
チ
ー
ム
、
三
年
連
続
優
勝

　
去
る
八
月
十
九
日
、
田
沢
小
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
村
主
催
の

第
十
八
回
村
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ

　
種
目
と
も
、
各
チ
ー
ム
選
り
ぬ
き

の
選
手
に
よ
っ
て
、
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
、

　
当
初
予
定
し
て
い
た
期
日
よ
り
も

早
く
お
こ
な
わ
れ
、
区
長
さ
ん
は
じ

め
、
役
員
の
方
々
は
、
大
へ
ん
お
忙

（鯉灘糖号）3）第206号

が
し
か
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
盛
大
に
た
の
し
く
、
か

つ
有
意
義
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
も
よ
く
、
グ
ラ
ン
ド
後
方
の
石

垣
も
と
ら
れ
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
で
ど

の
チ
ー
ム
の
応
援
団
も
選
手
も
、
せ

い
い
っ
ぱ
い
や
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
総
合
成
績
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

優
勝
　
第
四
チ
ー
ム
　
八
百
十
点

第
二
位
第
五
チ
ー
ム
七
百
四
十
点

第
三
位
第
三
チ
ー
ム
六
百
七
十
点

第
四
位
第
一
チ
ー
ム
六
百
二
五
点

’
第
五
位
第
ニ
チ
ー
ム
六
百
点

一
第
六
位
第
六
チ
ー
ム
五
百
二
五
点

◎
応
援
賞

　
　
一
位
第
四
チ
；
ム

　
ニ
位
第
三
チ
ー
ム

　
三
位
　
第
五
チ
ー
ム

◎
特
別
賞

　
　
第
一
チ
ー
ム

昭
和
4
9
年
歌
会
始
の
お
題
・
詠
進
歌
の

　
　
　
　
　
　
　
詠
　
進

qP
昭
和
四
十
九
年
歌
会
始
の
お
題

　
昭
和
四
十
九
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
朝
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
歌
句
の
中
に
、
朝
の
語
を
よ

み
こ
む
ほ
か
、
あ
し
た
、
朝
明
、
あ

り
あ
け
、
し
の
の
め
な
ど
と
用
い
て

も
よ
い
。

㈲
詠
進
歌
の
詠
進
亜
嶺

①
詠
進
歌
は
、
一
人
一
首
と
し
、
未

発
表
の
歌
に
限
り
ま
す
。

②
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙

要
　
領

が
よ
い
）
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
海
外
か
ら
詠
進

す
る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
毛

筆
で
な
く
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
。

③
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
、
毛

筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も
さ
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合

は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を
書
い
た
別

紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
盲
人

は
、
点
字
で
詠
進
し
て
さ
し
つ
か
え

あ
り
ま
せ
ん
。

④
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

て
、
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面

に
住
所
、
氏
名
、
　
（
本
名
、
ふ
り
が

な
つ
き
）
、
生
年
月
日
及
び
職
業
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
（
職
業
の
書
き
方
）

④
職
業
は
、
具
体
的
に
詳
し
く
書
き

ま
す
。
た
と
え
ば
、
医
師
、
看
護
婦

農
業
、
何
会
社
常
務
取
締
役
、
何
省

何
局
何
課
長
、
何
学
校
教
諭
、
何
学

校
何
学
年
等

◎
無
職
の
場
合
は
、
必
ず
元
の
職
業

又
は
世
帯
主
の
職
業
若
し
く
は
世
帯

主
の
元
の
職
業
及
び
世
帯
主
と
の
続

柄
を
書
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
元
何

業
、
元
何
商
、
元
何
会
社
々
長
、
何

県
何
部
何
課
員
の
父
、
元
何
学
校
教

授
の
妹
等

の
圭
婦
で
無
職
の
場
合
は
、
夫
の
職

業
又
は
夫
の
元
の
職
業
（
夫
を
失
っ

た
者
は
、
亡
夫
の
生
前
の
職
業
又
は

世
帯
主
の
職
業
若
し
く
は
世
帯
主
の

元
の
職
業
及
び
続
柄
）
を
書
き
ま
す

た
と
え
ば
、
夫
は
建
設
業
、
夫
は
元

陸
軍
大
佐
、
夫
は
何
農
業
協
同
組
合

理
事
、
何
県
何
部
長
の
母
、
何
銀
行

何
係
員
の
姉
等

⑥
注
意
事
項

　
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

①
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

②
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た
歌

と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
歌
で

あ
る
場
合
。

③
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
な
わ
れ
る

日
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他

密
封
し
な
い
と
割
高
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
定
　
形

　
第
一
種
定
形
郵
便
物
（
て
が
み
な

ど
V
は
、
作
業
能
率
を
高
め
、
安
く

て
速
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

密
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
利
用
条

件
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
封
が

あ
い
て
い
る
と
、
定
形
外
郵
便
物
扱

い
と
な
り
、
料
金
が
高
く
な
り
ま
す

か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
定
形
郵

郵
　
便
　
物

便
物
の
大
き
さ
は
、
長
辺
1
4
～
23
．

5
㎝
短
辺
9
～
12
㎝
、
厚
さ
は
ー
㎝

以
内
、
重
さ
は
50
9
以
吋

く
困
る
ホ
チ
キ
ス
ど
め
V

　
郵
便
物
の
封
を
、
ホ
チ
キ
ス
や
シ

ー
ル
で
簡
単
に
と
め
て
あ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
郵
送
の

途
中
で
は
ず
れ
た
り
、
は
が
れ
た
り

の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表

し
た
場
合

④
⑭
の
③
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書

を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認

め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

⑤
職
業
を
単
に
会
社
員
、
公
務
員
、

商
業
、
自
由
業
、
団
体
役
員
、
無
職

主
婦
等
と
だ
け
書
い
て
具
体
的
で
な

い
場
合

⑥
そ
の
他
こ
の
詠
進
歌
要
領
に
よ
ら

な
い
場
合

ω
詠
進
の
期
間

　
本
年
九
月
一
日
か
ら
、
十
月
十
一

日
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と

し
ま
す
。

励
郵
便
の
あ
て
先

　
「
㎜
　
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一

番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

　
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封

入
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
以
上
に
つ
い
て
疑
間
が
あ
れ
ば
直

接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
住
所

氏
名
を
書
き
、
二
十
円
切
手
を
は
っ

た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
、
九
月
末

日
ま
で
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
、
内
容
物
が
抜
け
落
ち
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
ず
れ

か
か
っ
た
ホ
チ
キ
ス
の
針
は
他
の
郵

便
物
を
キ
ズ
つ
け
た
り
し
ま
す
か
ら

使
わ
な
い
で
下
さ
い
。

　
な
お
、
定
形
郵
便
物
だ
け
で
な
く

他
の
郵
便
物
に
つ
い
て
も
ホ
チ
キ
ス

ど
め
や
シ
ー
ル
で
は
封
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。


